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11111111 月月月月 9999 日に、第日に、第日に、第日に、第 4444 回の憲法調査会回の憲法調査会回の憲法調査会回の憲法調査会（通（通（通（通

算算算算 16161616 回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。

◎憲法調査会委員の異動◎憲法調査会委員の異動◎憲法調査会委員の異動◎憲法調査会委員の異動

　会派別所属議員数の変更（11/7 に 21 世紀クラ
ブから離脱の 1 名及び無所属の 1 名が自由民主党
に所属）に伴い、委員の異動がありました。

　　辞　　任　　藤　島　正　之君（自由）

　　補欠選任　　村　井　　　仁君（自民）

　これにより、憲法調査会委員の所属会派別委員

数は以下のとおりとなります。

自由民主党 ２５

民主党・無所属クラブ １４

公　明　党 ３

自　由　党 ２

日本共産党 ２

社会民主党・市民連合 ２

21 世紀クラブ １

保　守　党 １

計 ５０

日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件日本国憲法に関する件

（（（（21 世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）世紀の日本のあるべき姿）

　標記を議題として、以下の参考人からの意見聴

取とそれに対する質疑が行われました。

◇午　　前

参考人

　佐々木　　　毅（ささき・たけし）君

（東京大学教授）

質疑者

　新藤　義孝君（自民）　　鹿野　道彦君（民主）

　赤松　正雄君（公明）　　武山百合子君（自由）

　春名　 章君（共産）　　日森　文尋君（社民）

　近藤　基彦君（21 ｸﾗﾌﾞ）
◇午　　後

参考人

　小　林　　　武（こばやし・たけし）君

（南山大学教授・法学博士）

質疑者

　水野　賢一君（自民）　　前原　誠司君（民主）

　太田　昭宏君（公明）　　藤島　正之君（自由）

　山口　富男君（共産）　　横光　克彦君（社民）

　近藤　基彦君（21 ｸﾗﾌﾞ） 松浪健四郎君（保守）
　参考人の意見陳述の要旨及び参考人に対する質

疑の概要は、それぞれ以下のとおりです。

佐佐佐佐々木毅参考人の意見陳述の要旨々木毅参考人の意見陳述の要旨々木毅参考人の意見陳述の要旨々木毅参考人の意見陳述の要旨

１　｢政治主導」の始動～官主導の世紀との訣別～

　・構造的な諸問題の解決のため、「官主導」体制

を「政治主導」に変革する必要がある。

　・「政治主導」とは、官僚制の「縦割り化」を排

し、政策面での「体系性」と「計画性」を実

現し、政治の「戦略性」を高めることである。

　・このため、次のように、旧来の政治的慣行を

改めるべきである。

　　①内閣と与党の二元的運営体制の一元化

　　②頻繁な大臣交代の慣行の是正

　　③「政治主導」と「行政の中立性（公平性）」

とのバランスをとるためのルール作り

２　｢政治主導」と憲法政治～改正手続をめぐる問

題～

　・現在のように厳格な改正発議の要件で国民の

憲法議論を封じ込めておくことの弊害

　　①憲法が空洞化するおそれ

　　②国民生活に直接影響のない条項（例えば、

国会に関する規定）すら変えられない。

　　③政治的リスクなしに憲法が論じられ、政治

による問題解決能力を低下させる。

　・よって、政治と憲法との緊張関係を回復させ

るために改正発議の要件を緩和すべき。

３　政治及び政治制度をめぐる諸問題

　ａ．政党の位置づけ

　　・政党を憲法上に位置付け、その役割と責任

を明確化すべき。

　　・その際、憲法では、政党は国民主権実現の

ための公器であることや政党の「開放性」、

｢公開性」について定めれば足り、詳細は政

党法で定めればよい。

　ｂ．国会や内閣をめぐる諸問題

　　・充実した審議を図るために、会期不継続の

原則の再考が必要である。

　　・現在の参議院の地位は、①不信任―解散の

制度がない（大統領制に近い）、②総理大臣

の指名に加わる（議会制の原則）というよ

うに、議会制と大統領制が混在しているの

で、二院制の議論の整理が必要である。

　ｃ．中央・地方関係の再整理

　　・両者のもたれ合いを排し、地方分権の徹底

と中央政治の地方政治からの｢解放｣を図る。

　　・国政は、国際水準で任務を達成することに

専念し、地方は、自治体の数やサイズの見

直しによるコスト感覚の醸成を図る。

　ｄ．国民の直接参加

　　・昨今の我が国での直接民主制的ムードに対

しては、議会制が政治主導で結果を示して

いくことが、最良の反論である。
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◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項

新新新新　藤　義　孝君　藤　義　孝君　藤　義　孝君　藤　義　孝君（自民）（自民）（自民）（自民）

・政治主導の下で憲法改正を行う場合、国会での

審議の元となる案の立案作業を誰がどのような

形で行うべきかについても考える必要があると

思うが、いかがか。

・憲法を改正することとなった場合、全面改正と

部分改正のどちらが望ましいと考えるか。また、

改正手続については厳格のままでよいか、それ

とも緩和し、柔軟に改正できるようにするべき

と考えるか。

・国の統一性や国民の一体感を国民が意識できる

ようにするため、個人の尊重と公共や国に対す

る意識の醸成について、どういうバランスをと

るべきか。

・日本は優秀な国民性や大国としての実態を備え

ながら、外国に対しては、それにふさわしい自

信を持たず、世界の中で正当に評価されていな

いと思うが、今後、日本は国際社会の中でどの

ように行動すればよいか。

鹿鹿鹿鹿　野　道　彦君　野　道　彦君　野　道　彦君　野　道　彦君（民主）（民主）（民主）（民主）

・総理大臣が指導力を発揮できないのは、憲法の

下位法である内閣法において総理大臣の権限が

不明確であるためと考えるが、いかがか。

・65 条に「行政権は、内閣に属する」とあるが、
個々の行政（省庁）と内閣は本来別であると考

えられ、また、議院内閣制を健全に機能させる

ためにもこれらの関係を明確にするべきである

と考えるが、いかがか。

赤赤赤赤　松　正　雄君　松　正　雄君　松　正　雄君　松　正　雄君（公明）（公明）（公明）（公明）

・参考人は、「官主導」から「政治主導」への移行

を主張するが、政・官の間に明確な線を引くこ

とは難しいのではないか。

・国民の間に政治に対する不信感が高まっている

ことが国民の憲法論議を活発にしているという

考え方についてどう思うか。

武武武武　山　百合子君　山　百合子君　山　百合子君　山　百合子君（自由）（自由）（自由）（自由）

・「政治主導」の実現のための基盤をどのように整

備すべきと考えるのか。

・理想的な政治家の資質とは何か。また、そのよ

うな資質を備えた政治家を挙げるとすれば誰か。

・無党派層の問題についてどのように考えるか。

春春春春　名　　名　　名　　名　 　章君　章君　章君　章君（共産）（共産）（共産）（共産）

・「政治主導」の実現は、一面、国民主権の体現化

でもあると思うが、国民主権の現状についてど

のように考えるか。

・いわゆる一票の格差の問題等が存在し、議会制

民主主義の前提となる民意の反映が実現されて

いない現状についてどのように考えるか。

日日日日　森　文　尋君　森　文　尋君　森　文　尋君　森　文　尋君（社民）（社民）（社民）（社民）

・これまで、憲法裁判所のような機関が存在しな

いこともあって、国民が憲法を身近に議論する

機会がなかったことが、国民の憲法に対する理

解を阻害してきたのではないか。

・首相公選制は、指導者の資質によっては、国民

を危険な方向に導くおそれがあるのではないか。

近近近近　藤　基　彦君　藤　基　彦君　藤　基　彦君　藤　基　彦君（（（（21 ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）

・衆議院議員選挙に導入された小選挙区制の今後

の在り方について、参考人はどのように考える

か。

・首相公選制の必要性について参考人はどのよう

に考えるか。

小小小小林武参考人の意見陳述の要旨林武参考人の意見陳述の要旨林武参考人の意見陳述の要旨林武参考人の意見陳述の要旨

はじめに

　｢21 世紀の日本のあるべき姿」について、憲法
が主権者である国民の作品であることを前提に、

主権者国民として、憲法研究者として考える。

１．憲法調査としての「日本の姿」論

（１）憲法調査会による調査の在り方

　・憲法に照らした「国のかたち（＝憲法の諸原

則の示す社会と国のありよう、その意味での

憲法構造）」の調査

　・各政党・政治家の憲法の実践についての国民

に対する責任を自覚した上で憲法論を行うべ

き

（２）憲法調査会の法的位置の確認

　・権限の自己制限（憲法調査会の目的が日本国

憲法についての広範かつ総合的な調査に限定

されていること、憲法調査会には議案提出権

がないこと、調査期間が５年程度とされてい

ること等）

　・憲法調査会の調査テーマを、より体系的なも

のとするようにすべき

２．憲法からの政治の「乖離」をもたらしたもの

（１）日本国憲法はどのように扱われてきたか

　・戦後の政府及び政権政党の日本国憲法に対す

る非好意的態度、法治主義原則を逸脱する解

釈改憲の手法

　・憲法調査会の歴史的役割（憲法実現の状況に

ついての客観的な調査）

（２）憲法実現の課題に最高裁はどのように応え

てきたか

　・最高裁の違憲法令への対応は、政治部門への

過度の寛容を示している。

　・憲法の要求を十分に満たさない立法を行う国

会と憲法判断を回避する最高裁

３．憲法を活かした 21 世紀の日本の姿
（１）新世紀の日本像をどのように描くか

　・第 145 回国会の諸立法（周辺事態法、国旗国
歌法、通信傍受法等）が意味するもの

　・25 条の生存権保障のもつ格別の意義（「憲法
を暮らしの中に活かす」という政策原理の柱）

（２）憲法に誠実なデッサンを―平和主義をめ

ぐって

　・９条の規範的意味と現に存在する自衛隊を憲

法に適合的な非軍事的存在へと転換させる

｢憲法政策」
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　・平和的国際貢献を内容とした積極的憲法政策

の展開

おわりに

　憲法の誠実な実践の上でこそ、真の改正論議が

可能になる。

◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項◎各委員からの質疑事項

水水水水　野　賢　一君　野　賢　一君　野　賢　一君　野　賢　一君（自民）（自民）（自民）（自民）

・憲法については、その掲げる理念の充実及び明

確化のため、あるいは時代に合わせるため、改

正していくのが妥当である。特に、国民から認

知されている自衛隊の存在や武力による自衛権

の行使については、憲法を現実に合わせるよう

改正するのが自然なのではないか。

・参考人は、憲法がどのような形で自衛権の発動

を認めていると考えているのか。

・芦田修正は自衛のための戦力の保持を認める趣

旨で行われたと評されているが、この芦田修正

についてどのように考えるか。

・平和的手段による国際貢献とは、具体的にどの

ようなものか。また、平和的手段による国際貢

献を行う旨憲法に明記すべきではないか。

前前前前　原　誠　司君　原　誠　司君　原　誠　司君　原　誠　司君（民主）（民主）（民主）（民主）

・日本が自衛権を有しているという参考人の見解

は、９条の解釈から導き出されるものか、それ

とも主権国家の有する自然権から導き出される

ものか。

・武力を伴わない自衛権の行使とは、具体的にど

のようなものか。

・非暴力・不服従を貫くことでは、国民の生命・

財産を守るという政治の責任が果たせないと思

うが、いかがか。

・９条にあまりに忠実であるがために、憲法体制

自体を崩壊させることがあるのではないか。

太太太太　田　昭　宏君　田　昭　宏君　田　昭　宏君　田　昭　宏君（公明）（公明）（公明）（公明）

・憲法判断についての司法消極主義という閉塞状

況の打破のため憲法裁判所を設置するというこ

とについて、どのように考えるか。

・21 世紀への未来志向の中で、生命・生態系への
広がりを重視した環境権等は、13 条や 25 条か
らは読み取れないのではないか。

藤藤藤藤　島　正　之君　島　正　之君　島　正　之君　島　正　之君（自由）（自由）（自由）（自由）

・自衛隊の存在は合憲と解するが、解釈の違いに

より違憲とする者もいる。解釈の余地をなくす

ために改憲するべきと考えるが、いかがか。

・参考人は、日米安全保障条約は憲法に反すると

考えるのか。

山山山山　口　富　男君　口　富　男君　口　富　男君　口　富　男君（共産）（共産）（共産）（共産）

・参考人は、自衛隊を憲法に適合する非軍事的存

在に転換させる「憲法政策」が 21 世紀中に実
現すると考えるか。

・9 条が世界的に評価されている理由及び 25 条
が先進的であるという理由は何か。

・環境権等の新しい人権は現行憲法の規定でも裏

付けられるか。

・参考人は、96 条の改正手続に関し国民投票を削
ることは改正の限界を超えるためできないと主

張するが、そこにいう憲法改正の限界とは何か。

横横横横　光　克　彦君　光　克　彦君　光　克　彦君　光　克　彦君（社民）（社民）（社民）（社民）

・憲法の掲げる平和主義の理念と現実との乖離を

埋める方策として、「平和基本法」を制定すべき

と考えるが、いかがか。

・前文中の国際社会における「名誉ある地位」と

は、どのようなものと考えるか。

・我が国は、非軍事の国際貢献だけで「名誉ある

地位」を占めることができると考えるか。

近近近近　藤　基　彦君　藤　基　彦君　藤　基　彦君　藤　基　彦君（（（（21 ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）ｸﾗﾌﾞ）

・環境権、男女共同参画等憲法が現実社会に合わ

せるべき部分もあるのではないか。

・「押しつけ」憲法論について、どのように評価し

ているか。

・GHQ による検閲等制定当初から憲法の規定す

る内容と現実が合致していないという問題が

あったのではないか。

松松松松　浪　健四郎君　浪　健四郎君　浪　健四郎君　浪　健四郎君（保守）（保守）（保守）（保守）

・イラクによるクウェート侵攻、旧ソ連によるア

フガニスタン侵攻及びインドとパキスタンの核

兵器開発競争について、どのような感想を持っ

ているか。

・参考人は、言論の自由及び学問の自由が保障さ

れていると実感しているか。

・私学助成制度は、89 条の規定に照らして違反し
ているのではないか。

憲憲憲憲    法法法法    調調調調    査査査査    会会会会    のののの    今今今今    後後後後    のののの    予予予予    定定定定

　憲法調査会では、現在、「21 世紀の日本のある
べき姿」について、各界の有識者から意見を聴取

致しております。

　現在までに、確定している参考人は、以下のと

おりです。

11.30（木）
午前 東京都知事 石  原  慎太郎君
午後 ジャーナリスト 櫻  井  よしこ君
12.7（木）
午前 評論家・麗澤大学教授 松  本  健  一君
午後 上智大学教授 渡  部  昇  一君
12.21（木）

午前
国際基督教大学教養学

部教授
村  上  陽一郎君

※　12.21 午後の参考人については、現在、調整
中です。
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憲法調査会の審議の様子を知るには憲法調査会の審議の様子を知るには憲法調査会の審議の様子を知るには憲法調査会の審議の様子を知るには

　憲法調査会の会議録は、衆議院及び国立国会図

書館がインターネットにより公開しています。ま

た、各回の質疑の概要、参考人等から調査会に配

付されたレジュメ等については、衆議院ホーム

ページ内の憲法調査会のサイトにて公開致してお

ります。

　それぞれのアドレスは、以下のとおりです。

◎憲法調査会ホームページ

http://www.shugiin.go.jp/kenpou/kenpouchousa.
htm
◎英文ホームページ

http://www.shugiin.go.jp/kenpou/english/kenpo
u_top.htm
◎審議中継及び録画

http://www.shugiintv.go.jp/top.html
　　審議中継は、民間の CS 放送「国会 TV」と契
約することによっても見ることができます。

◎国  立  国  会  図  書  館
http://kokkai.ndl.go.jp/
　なお、憲法調査会の会議録については、「衆栄

会」において予約販売しております。

【問合せ先】

・衆栄会（衆議院第二別館２階）

　〒100 ｰ 0014
　　東京都千代田区永田町 1－6－3
　　TEL　03（3581）5111　内線 2682
　　FAX　03（3580）4889

「憲「憲「憲「憲  法法法法 のののの ひひひひ ろろろろ ば｣ば｣ば｣ば｣ にににに  つつつつ  いいいい  てててて

　憲法について広く国民の意見を聴くため、今年

の 2 月下旬から開設された「憲法のひろば」には、
これまでに数々の意見が寄せられています。

　寄せられている意見の内訳は、以下のとおりと

なっています。（11/8 現在）

◎受  付  意  見  総  数：５７０件
◎意見を寄せられる媒体内訳

葉 書 ２９６件 Ｆ Ａ Ｘ ７５件

封 書 １３７件 E- ma i l ６２件

◎分  野  別  内  訳
前文に関するもの ２１

天皇に関するもの ３４

戦争放棄に関するもの ３３４

権利・義務に関するもの ４１

国会に関するもの ２０

内閣に関するもの １８

司法に関するもの ６

財政に関するもの ７

地方自治に関するもの ８

改正規定に関するもの ５

最高法規に関するもの ６

その他 ３０２

　　複数の分野にわたる意見が寄せられる場合が

ありますので、分野別の内訳の総数は、受付総

数とは一致しません。

【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】【憲法調査会に国民の声を！】

　憲法調査会では、憲法に関して広く国民の意見

を聴くため、『憲法のひろば』を設けています。

　憲法について、さまざまな意見を寄せていただ

けますよう、皆様のご協力をお願い申し上げます。

宛先は、以下のとおりです。

FAX 03－3581－5875
E-mail kenpou@shugiin.go.jp
郵　便　〒100-8960　千代田区永田町 1-7-1
　　　　　衆議院憲法調査会「憲法のひろば」係

　いずれのご意見も、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記して下さい。

議会開設議会開設議会開設議会開設 110 年記念行事のお知らせ年記念行事のお知らせ年記念行事のお知らせ年記念行事のお知らせ

―開かれた国会を 21 世紀へ―

　来たる 11 月 29 日は、明治 23 年の第 1 回帝国
議会の開院式（大日本帝国憲法の施行日）から、

ちょうど 110 年を迎えることになります。
　この議会開設 110 年を記念し、国会では以下の
ような催しが行われます。

◎記念式典　11.29（水）　11：00～
　於：参議院議場

　　インターネットによる生中継が行われます。

◎議会開設 110 年記念議会政治展示会
　12.1（金）～12.7（木）　9：00～17：00
　於：憲政記念館

　　議会開設及びその後の議会政治に関する資料

を一般に公開します。

◎国会特別参観

　12.2（土）・12.3（日）　9：00～17：00
　　国会議事堂本館を一般に公開します。（受付

は、16：00 までとなっております。）

　二つの憲法とともに、明治の近代国家の幕開け、

大正デモクラシー、軍部台頭と民主主義の危機を

経て敗戦からの復興と再生を果たした昭和、そし

て 21 世紀を展望する平成に至るまでの 110 年間
の我が国議会政治の歩みを、この機会にたどって

みてはいかがでしょうか。
憲法調査会は、毎月 2回程度、衆議院第 18委員室にて開会されています。（木曜日定例）

http://www.shugiin.go.jp/kenpou/kenpouchousa.htm

※　※　※　※　「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメールマガジン方式によっても配信が可能で「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメールマガジン方式によっても配信が可能で「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメールマガジン方式によっても配信が可能で「憲法調査会ニュース」は、電子メールを用いたメールマガジン方式によっても配信が可能で

す。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスにす。電子メールによる配信をご希望の場合、下記アドレスに「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。「配信希望」の旨をご連絡下さい。

kenpou@shugiin.go.jp


